
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 ○印 コメント

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に対
応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組織
的な対応をしなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。
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◇保健だより、給食だよりを毎月発
行したり、保健室前や印刷室前に
掲示物を貼ったりして、健康維持や
望ましい生活習慣について啓発し
た。

◇１年家庭科で食生活と栄養につ
いての学習を生徒に探求させなが
ら行った。また、保健では２学期に
栄養士と連携し食育の授業を実施
した。

◇体育祭は生徒の実行委員を中
心に取り組ませ、生徒に成就感を
味わわせることができた。部活動
でも、部活動指導員や校外指導員
を活用し活動を充実させている。

◇２年生で医師によるがん教育の
授業、３年生で保健所と連携した
性感染症予防の授業を実施した。

①保護者による学校生活アンケー
トで「分かりやすい授業が行われ
ている」という問いに「そう思う」ま
たは「どちらかというと、そう思う」と
と答えた生徒の割合
４：９０％以上
３：８０％以上９０％未満
２：７０％以上８０％未満
１：７０％未満  　　　　　　70.9%

②保護者による学校生活アンケー
トで「施設･設備の整備･修理は適
切に実施されている」という問いに
「そう思う」または「どちらかという
と、そう思う」とと答えた保護者の
割合
４：９０％以上
３：８０％以上９０％未満
２：７０％以上８０％未満
１：７０％未満　　　　　　　89.4%

0

①生徒による学校生活アンケート
で「分かりやすい授業が行われて
いる。 」という問いに「そう思う」ま
たは「どちらかというと、そう思う」と
と答えた生徒の割合
４：９０％以上
３：7５％以上９０％未満
２：６０％以上７５％未満
１：６０％未満               89.0%

②保護者による学校生活アンケー
トで「学校は、子どもの能力を適切
に評価し、学習意欲を高めている」
という問いに「そう思う」または「ど
ちらかというと、そう思う」とと答え
た保護者の割合
４：９０％以上
３：7５％以上９０％未満
２：６０％以上７５％未満
１：６０％未満               78.0%
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令和４年度　大田区立糀谷中学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ち
た豊かな心を
はぐくみま
す。
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◇生徒数４２９名、学級数１２学級、教員数２２名
◇特色ある教育活動としては、特に次の５点が挙げられる。①大田区人権教育研究協力校として、人権感覚を高めるための取組を、夜間学級や近隣の小学校とも連携を図りながら実践している。②「いじめ防止プログラム」「職場体験」「福祉体
験」など体験的な取組を重視し、生徒の自己肯定感の高揚を図っている。③地域との連携に力を入れている。特に、防災教育については、町会及び関係機関と連携した学校防災活動拠点訓練の実施を通して防災・安全についての意識を高め
ている。④大田区不登校対策事業実施校として、教育センターや適応指導教室、小学校との連携を図り、不登校の改善や未然防止のための取組を進めている。⑤生徒会・委員会活動、学校行事、部活動などを通して、生徒の自主性を育て、
生徒主体の活動ができるようにしている。

①全国学力・学習状況調査で「自
分には、よいところがある。」という
問いに「当てはまる」または「どちら
かというと、当てはまる」と答えた
生徒の割合
４：８０％以上
３：６０％以上８０％未満
２：４０％以上６０％未満
１：４０％未満      　　　　84.3%

②保護者による学校生活アンケー
トで「子どもの学校生活や学習の
課題に、学校は適切に対応してい
る。」という問いに「そう思う」また
は「どちらかというと、そう思う」とと
答えたとと答えた保護者の割合
４：９０％以上
３：８０％以上９０％未満
２：７０％以上８０％未満
１：７０％未満   　　　　　　76.1%

目標に対する成果指標
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学校・家庭・
地域が担う役
割などを明確
にし、地域に
開かれた教
育の実現を
目指します。
また、相互の
連携を深め、
子どもを育て
る仕組みを
作ります。
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学校関係者記入欄
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①保護者アンケートで「学校の様
子をHP・メールや学校からの案内
プリント等で知ることができる。」と
いう問いに対して、「そう思う」また
は「どちらかというと、そう思う」とと
答えた保護者の割合
４：９０％以上
３：８０％以上９０％未満
２：７０％以上８０％未満
１：７０％未満     　　　　　87.4%

②保護者アンケートで「学校は、地
域の力（保護者以外）を子どもたち
の教育活動に活かしています
か。」という問いに対して、「そう思
う」または「どちらかというと、そう
思う」と答えた保護者の割合
４：９０％以上
３：８０％以上９０％未満
２：７０％以上８０％未満
１：７０％未満       　　　　72.1%

0

①生徒アンケートで「健康や安全
に気を配って生活できている。」と
いう問いに対して、「そう思う」また
は「どちらかというと、そう思う」とと
答えた生徒の割合
４：９０％以上
３：８０％以上９０％未満
２：７０％以上８０％未満
１：７０％未満  　　　　　　90.5%
①生徒アンケートで「部活動に積
極的に参加している。」という問い
に対して、「そう思う」または「どちら
かというと、そう思う」とと答えた生
徒の割合
４：９０％以上
３：８０％以上９０％未満
２：７０％以上８０％未満
１：７０％未満          　　 93.2%

学校支援地域本部と連携するなどして、
地域力を生かした特色ある教育活動を実
践する。

◇ＯＪＴでホームページの更新の研
修を実施し、学年に１名はホーム
ページの更新ができる教員がいる
状態にした。月に２回以上の随時
更新はしているが、予め更新日を
決めておき、定期的に更新できる
ようにしていきたい。

◇学期に１回の地域連絡教育連絡
協議会で学校の情報をその都度
具体的に報告している。学校行事
を協議会委員に公開し、実際に参
観していただくこともできた。

◇学校支援地域本部の支援の
下、部活動の校外での発表や、地
域と連携した福祉体験を実施し
た。

◇6月に1年生全員と夜間学級の
希望生徒が参加し、防災活動拠点
訓練を実施した。一部実施できて
いない訓練について、今後どのよ
うにしていくかが課題である。

◇評価は適切と思います。
◇地域の活動に参加してい
ると学校アンケートで答えて
いる生徒・保護者が共に少
なくく、地域として考えてい
きたい。
◇コロナの規制が緩和され
たら、学校に足を運びたい。
◇学校のホームページの
「学校日誌」の存在を知らな
い保護者の方も、たくさんい
ると思います。
◇防災活動拠点訓練で一
部実施できていない訓練と
は何か。（→炊き出し訓練、
飲料水確保訓練など）
◇町会では、子供達の顔が
分からないことが課題に
なってきている。
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地域教育連絡協議会において、児童・生
徒の変容等の具体的な資料を作成して、
評価に必要な学校の情報を適切に提供
し、適正な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、児童・生徒の活動情報等を
ホームページ等で公開及び更新すること
により、積極的に情報を発信する。

0

3

3

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

3

4

3

3

3

4

3

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

4

Ｃ
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新学習指導要領のねらいを踏まえた評価
方法の工夫をし、指導と評価の一体化に
努める。

3

Ｃ

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法に
ついて、指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

Ｄ

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生
徒に対して組織的に対応する。
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2

3

Ａ

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の
向上など、生
涯にわたって
健康増進を
図る意識の
向上をめざし
ます。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見等のための取組
を実施する。

生徒の良い行為や努力した点を、効果的
に褒め、自尊感情を育む。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生か
し、主任教諭が助言・支援を行う校内研修
等を実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

どの生徒にも学びやすい環境を作る視点
で、ユニバーサルデザインに基づく学習環
境の整備に努める。

0

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の
補習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

感染症予防、生活習慣病防止など健康の
保持、増進に関わる教育を推進する。

問題行動・不登校問題等にかかわる児
童・生徒に関するケース会議等を実施す
る。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行
う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望ま
しい生活習慣についての意識啓発を行
う。

体育的行事、部活動、休み時間など様々
な機会を通して運動習慣の確立を推進す
る。

Ａ

4

◇評価は適切と思います。
◇見落とししているいじめ、
不登校等の前兆は本当に
ないか、点検は必要かもし
れません。
◇休み時間に教員が紀要
室内にいる取組は、気軽に
相談ができるのでいいと思
う。

◇評価は適切と思います。

◇評価は適切と思います。
◇学校公開では、子どもに
よっては保護者に見に来て
ほしくない生徒もいるので、
オンラインなどで授業を観
ることができると良い。

◇評価は適切と思います。
◇タブレットを使用している
ため、生徒の視線が画面に
いってしまい、教師の方を
見ていない場面が多い気が
する。
◇ステップ学習チェックシー
トの評価が低い。今後の対
応策をどうしていくのか。

◇夏休みや２学期末の三者面談
で、学習面に関するアドバイスを
行った。生徒の学習習慣の定着の
ために、各教科の授業で勉強の仕
方について指導すると共に、学校
だより・学年だよりを活用し、家庭
学習の内容や方法について保護
者にも伝えていきたい。

◇学習補助員を活用した放課後や
土曜日の補習の他に、定期考査前
に学年で質問教室を広く開くなど、
補習の充実に努めた。土曜日の補
習については、参加者が少ない日
もあるので、実施直前に再募集を
したり、申込者に事前連絡を入れ
るようにする。

◇授業改善推進プランの活用や評
価と指導の一体化の研修には、引
き続き力を入れて取り組んでいく。

Ｂ
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Ｃ
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◇学校公開日の保護者アンケート
を全教員で回覧し、授業改善に生
かすようにした。

◇「評価と指導の一体化」と「ＩＣＴ
の活用」をテーマに校内研修会を
実施した。

◇研究発表会や各種研修会は、
多くの教員が参加し、授業改善に
生かした。還元研修や資料の供覧
を行い、研修内容を学校全体で共
有していきたい。

◇サポートルーム専門員と特別支
援教育コーディネーターの主導で、
校内委員会を実施し、特別支援教
育の推進を図った。

◇ユニバーサルデザインに基づく
学習環境の整備は、学校全体で組
織的にはできなかった。

3

3

4

4

特別出張所、町会と連携し、地域の特性
を生かした安全・防災教育を推進する。

4

◇小中一貫スタンダードなどを
活用し、基本的生活習慣や授業
規律の確立について、全教員が
意識して指導た。さらに、靴や靴
下の決まりについて、生徒会を
中心に生徒に考えさせ、きまり
についての意識を高めた。

◇道徳授業地区公開講座の実
施や道徳教育推進教師による
還元研修を実施した。年間指導
計画及び別葉を活用し、道徳教
育の充実に努めていく。

◇年4回のアンケートで、いじめ
の早期発見に努めた。学校いじ
め防止基本方針の内容につい
て、朝の打合せの時間に何回か
に分けて確認し、学校の取組に
ついての理解を深めた。

◇不登校生徒の状況を毎週の
生活指導部会で確認した。ま
た、月に1回はＳＳＷに部会に参
加してもらい、必要に応じケース
会議を開き、関係機関と情報を
共有した。

3

3

3

3

3

4

4
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